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21世紀型教育システムの創造に向けて

関欝翻覇醸車重
教育システム転換の時代． 子どもの人口最低に

「15歳未満の子供の人口と総人口に占める比率

がともに調査を始めた1920年 （大正9年）以来、

最低となっている ことが総務庁が4El、公表した

『こどもの日」にちなんだf.fc1.-I・で明らかになった・－

(rl1略）……世界的にみても日本の子供の人U比

率は主要因のr!1で段低で、 『少子社会』ぶりが際

立っている」（平成7年5月5日朝日新聞夕刊）

毎年こどもの口の5月5日の新聞には、その年

の子どもの現状 (Iii]mi）を象徴する話題が掲載さ

れる。今年（平成 7~）は子どもの人口比の減少

がテーマであった。

このように日本では子どもの減少が少子化問題

として大きな課題であるが、世界の大勢は人口抑

制の方にある。昨年エジプトのカイロで開催され

た位界人口会議でMも話題になったのは、 子ども

をilfむかどうかについての女性の側の自己決定権

（リプロダクティプヘルス／ライツ）に関する論

議であった。

他方、工業化のjffi行とともに先進国と呼ばれる

よう になった国はいずれも少子化の洗礼を受けた。

その怠味で、 子どもの減少は日本の~.~~かさを示す
バロメ ーターといえなくもない。尖際に日本政府

静岡大学教育学部教授鰐居政幸 !1 
．”出 ”m・1・・出回，，，＿_Ji

はつい最近まで、人口政策の俊~aミとして振る持っ
てきたはず。

それがなぜ逆に現代の子どもの問題を象徴する

話題に変化したのか。さらには、このような少下

化問題が静岡県の新しい教育計画にどのように関

係するのか、との疑1::1をもっ方もおられよう。． システム転換の時代

1ill由は子どもの過度の減少は、社会の再生産シ

ステムの~・鍛を苦Bるがす問題になるからである。

平たくいえば、人気のテ レビドラマの「八代将軍

吉宗」ではないが、跡継ぎのいない家は断絶せざ

るをえない。この道理は国家も同じである。

通常、再生産の目安は一人の女性が生涯に産む

子どもの数のSf!・均値（合計特殊出生事） が2.08を

切った時点。既に、日本はこの段階をゅうに越え

ている。

子どもは米米からの使者といわれる。その子ど

もが少なくなるという ことは、 その社会に未来が

ないということでもある。新聞に見るように、子

どもの比率が｜立界の主要因でMも｛尽くなるという

ことは、日本の米米は世界でj設もIii¥'いということ

を意味しないか。

そして、突は、社会の再生産システムの中心に

あるのが教育システムなのである。さらに、現代

の教育システムのrlI核は学校である。

園 何が問題か

社会の跡継ぎがffたないのは、その社会の教育
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システムに何らかの欠陥が生じていることを意味

する。特に、学校がシステムの巾核に位iflしてい

るとすれば、問題もまた学校にあるといわざるを

1!1ない。
もちろん教育システムは学校のみでない。家庭

や地域、あるいは情報環境を含めた社会全体に広

がるものである。だが、 l以後日本の教育システム

は学校小心に再構成され、それが社会の盟かさを

生み出す基盤のひとつとして極めて有効に機能し

てきたといえる。

他方で、少子化は学校教育の益的 ・質的鉱大と

ともに進行ーしたことも郁夫である。そして、日本

の教育システムが学校教育中心のシステムと して

完成したと思われたときに、その本米の目的であ

る社会の再生産システムとしての機能に障害が生

じてしまったわけである。

・ 新教育計画への視点、

このことは、具体的な個々の学校や教師が問題

というのではない。むしろ私は、日本の学校と教

師は世界で最も優れてたレベルにあると評価する。

問題は、学校や教師の教育力の前提にある社会シ

ステムに変化が生じ、学校中心の教育システムが

不適合になったことである。いかに教師が情熱を

もって指導したとしても、あるいはいかに学校の

中で子どもを長時間教え続けたとしても、そのこ

と自体がますます問題を深刻化させる原因になる

腸合がさ£じるという ことである。個々人の努力を

越えて生じるのがシステムの問題だからである。

そしてこのようなシステム次元の問題に対処す

べく 、文部省が提示してきたのが、新しい学力量ll
（教育の内容）と学校週五日制（教育の仕組み）

であり、これを総合する視点が生涯学習体系への

移行である。いずれも静岡県の新しい教育計画の

柱となる視点でもある。

学校教育自体の生涯学習化． 私の原則

新教育計画策定に取り制lむにあたり、私は個人

的に3つの原則を設定した。

(a)30年先を見通しての10年計画であること

(b）人の生涯にわたる教育計画であること

(c)1rP岡県で生活する全ての人たちの教育計画

-3ー

であること。

まず（a）についてだが、この新教Tf“｜・阪は、 その

名が示すように2001年（平成13）をはさんでの10

年を射程においた教育計凶である。ただし、同じ

JO年でも、現在を延長した10年と、 より先を怨定

した位i丘から逆算した10年では、 その内科は全く

J'l!なるものになる。

これまで少子化問題そ切りしlにシステムの次元

からの改編の必要性を桁嫡した。今、パ阿を策定

するとするなら、当然、現：｛［の延長ではなく、将

＊のあるべきシステムを忽定しての；JI・阿でなけれ

ばならない。

では、いつを：限定すべきか。 30年後の2025年

（平成37）。これが私の考えである。

超高齢社会に備えて

思1El:Jは、この時に口本が超高蹴社会になること。

現在40代後半の団塊の l!t代が70代後主1~ に、 20代riii
後の団域ジュニアが50代前後に、 そして働き腐り

の30代に現在の組少子化世代がいるからである。

初年後に日本の人口術成は逆ピラミ y ドに近い

形になる。少数で多数を支えなければならないわ

けである。 そのために日本のあらゆる社会システ

ムが、この2025年における日本の裂を忽！定して改

編されようとしている。教育システム も例外では

ない。

それは少子化にともなう学校の再編成にとどま

らない。労働や生産システムの改編は、男女が共

に働き共に家!jl・育児を但うことを契約する。 u
本人が異なる文化の世界に住み、異なる文化のi1
人が日本の地域社会で生活する社会になる。高度

に付j報を駆使する能力や超高齢社会を支えるボラ

ンティアマインドが人として生き るための基総・

M＊になる。いずれも現在の学校教育のみでは対

象できない。

すなわち、30年後を:111定しての教育J十両とは、

人の生涯にわたる教育 ・学習システム全体の再構

築が課題である。（b）の原RIJである。

園 生涯にわたるとは

もっとも生涯学習については、 111予防il~；tは先進県

としてさまざまな胞策がすでに尖胞されている。

これまでの教背中川計画も生涯学押体系への移行

を前鎚とした計画である。

では何が新たな7.!l!llliなのか。それは学校教育臼
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システムに何らかの欠陥が生じていることを意味

する。特に、学校がシステムのrj・r核に位置してい

るとすれば、問題もまた？校にあるといわざるを

j！｝ない。

もちろん教育システムは学校のみでない。家庭

や地減、あるいは例報mt兎を含めた社会全体に広

がるものである。だが、戦後日本の教育システム

は学校中心に再h育成され、それが社会の強かさを

生み出す法盤のひとつとして極めて有効に機能し

てきたといえる。

他方で、少子化は学校教育のiil的 ・質的鉱大と

ともに進行したこともl)l火である。そして、日本

の教育システムが学校教育rj1心のシステムとして

完成したと！忍われたときに、その本＊の闘がJであ

る社会の再生産システムとしての機能にl!IJWが生

じてしまったわけである。

・ 新教育計画への視点

このことは、具体的な側々の学校や教師が問題

というのではなし、。むしろ払は、日本の学校と教

師は世界で最も優れてたレベルにあると評価する。

問題は、学校や教師の教育カの前提にある社会シ

ステムに変化が生じ、学校中心の教育システムが

不適合になったことである。いかに教師がf1'I熱を

もって指導したとしても、あるいはいかに学校の

巾で子どもを長時間教え続けたとしても、そのこ

と自体がますます問題を深刻化させる原因になる

場合が生じるということである。個々人の努力を

越えて生じるのがシステムの問題だからである。

そしてこのようなシステム次元の!BJ閣に対処す

べ〈、文部省が促示してきたのが、新しい学力銀

（教育の内容）と学校i!ll五日制（教育の仕組み）

であり、これを総合する視点が生経学習体系への

移行である。いずれも怖岡県の新しい教育計聞の

柱となる視点て・もある。

学校教育自体の生涯学習化． 私の原則

新教育計画策定に取り制lむにあたり、私は個人

的に3つの原則を設定した。

(a)30年先を見通しての10年計画であること

(b）人の生涯にわたる教育rn函であること

(c)l¥'P岡県で生活する企ての人たちの教rm・回
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であること。

一」
まず（a）についてだが、この新教ff”l11可は、その

名が示すように200lff:（平成13）をはさんでの10

年を射程においた教合·~1· i!!fJである。ただし、悶じ

10年でも、現在を短長したJO｛（：と、 より先を想、定

した位置から逆算した10年では、そのl何等は全く

筑！なるものになる。

これまで少子化lllHliiを切りlI lこシステムの次Jc
からの改編の必'Jl.ltl：を街嫡した。今、”，.阿を策定

するとするな ら、当然、羽子f:の悠l止ではなく、将

31とのあるべきシステムを忽！定しての~ 1· 1而でなけれ
ばならない。

では、いつを忽！i.Eすべきか。 30イド後の2025年
（平成37）。これが私の考えである。． 超高齢社会に備えて

鹿山は、このII寺に U本が趨~：~M.H会になる こと。
現在40代後半の印JJUの｜立代が70代後？に、 201~1ili
後の団総ジュニアが50代前後に、そ して働き盛り

の30代に現在の超少子化世代がいるからである。

30年後に日本の人LI術成は逆ピラミ ッドに近い

形になる。少数で多数を支えなけれはならないわ

けである。そのために日本のあらゆる社会システ

ムが、この2025年における日本の獲を；組定 して改

編されようとしている。教ffシステムも例外では

ない。

それは少子化にともなう学校の再編成にとどま

らない。労働や生産システムの改仰は、フ；l£＜が共

に働き共に家~H ・ f:f児を偲うことを'll! ~ ~Iする。 日

本人が~なる文化の ill界に住み、 nなる文化の住

人が日本の地駿社会で生活する社会になる。 高度

に情報を駆使する能力や超高郎社会を文えるボラ

ンティ アマインドが人として＇ I＇.できるための必礎 ・

1li本になる。いずれも＆.；＇.工の学校教 ftのみでは対

象できない。

すなわち、 30年後を怨定しての教n~1· 111ij と は、

人の生涯にわたる数行 ・学習システム全体の再m
g認が~題である。（b｝の原則である。． 生涯にわたるとは

もっとも生涯学刊については、 r'(Pl:t.J!f.lは先進！日

としてさまざまな胞策がすでに夫総されている。

これまでの教背中則；，.阿もとt漉学習体系への移行

をllii鎚とした計阿である。

では何が新たな梨J.'1iなのか。それは学校教行自



｛本の生涯学習化である。現在の教育システムが学

校巾心であることは必もが認めるところであろう。

それは1.11に小 ・rlI ・ if~. 大という学校教ftがrl1心

であるにとどま らない。公的な施設や民rn1のカル

チャーセンターなどで佐渡学習の名において実胞

される数行も、その教T-1方法や教育内容からみれ

ば、実質的に学校’教ffの延長といわざるを仰ない。

教師 ・教科3・教蛍 ・H与Ill!書I］といった、 ｜｜本の学

校教育を椛成する:l)!;4¥；がrji心にあるからである。

しかしこれから必要なのは、現在の学校教ffと

同質の教符と学科を人の生涯全体に鉱大すること

ではない。再構築の方向l孟学校教育n休に向けら

れねばならない。その第一歩が、新しい学力量Jlに
必づく 学校教ffの丙術祭であり、 学校~尺n制の

実施による子どもの11：き る場全体の］Tf.11/l築である。

加えて、 人の~l:J］にわたる教育と学科のあり 1i

を両側策するといえば、当然、行政的には教育の

分野以外の問題に3・＆する必要がでてくる。すで

に文部省が担っている分野以外で、実質的にi並行

している胞策も多い。これが（c）の原JIリの社会的背

反である。そこで（c）の郎則の理由だが、その答え

は（a）と（b）の原fillとの関係のなかにある。

行政の新たな枠組みの必要性． 行政の枠を越えて

まず（a）との関係。 「30年先を見通してJとは、

急泌に進行する社会の超高齢化、国際化、情報化

に対応して、近未米社会にソフ トランデイングす

るための10年；h1町、という意味だが、問題はここ

から始まる。

1Fi述したように組問齢化は少子化とセット。若

い男女が安心して子どもをrr.み育てることができ

る仕組みのmmが~~＼課題であ る。その代ぷが保

有国の拡充だが、それを子育ての負担粍以の問泌

に止めてはならない。重要なのは子育て初体験の

男女を「一人前の父叙と傍観Jに教え行てるしく

み。そこで必要になるのが、親子二代にわたる少

子世代の幼児JUJの数行システムをトータルに見直

し、再創造する救世m阿である。だが、0iお児保

育も含めて保育園は！？七省所轄である。 それに対

して幼児教育の中核の幼税図は文部行所村である。

そして、新教育ill・阿策定の主体は静lli'iJM教育委口

会である。その守備範聞に保育園はない。その結

泉、従米の「文部省→教育委員会」の延長線上で

-4-

策定するl取り、（a）の，.!ll!.'.fiを包含することは囚錐と

いわざるをi！｝なL、。

他方、私の手元に『今後の子宵て文俊のための

施策の越本1;1:11について』と:mする小1111子がある。

少子化の主主を止めるために国が挺示した、エンゼ

ルプランのパンフレットである。その第 iページ

に、このj・I・両が平成6年12月16日に文部、 J9A－：、
'Jj働、 ~設の 4 大r::lにより合意されたものである

と記されている。

現在の行政の持制lみは過去の問題に対処するた

めに設置されたもの。未米の問題解決のためには、

新たな枠組みが必＇！！！ となる。そのことをエンゼル

プランの成立過程が紅llflしている。

同級のことは仰間以の教育行政においても指摘

できる。平成7ii! 2月、 私が座長をつとめ県教育

長に提出した 「聞かれた学校づくりのm~逃につい

てJには、保育のみでなく、両齢者ケアに｜刻わる

サービス機関をも射犯においた学校施設 ・設備の

聞き方を提言した。

・ 連携の推進主体に

(blの生涯学刊の協合、県教委に生涯学習課が；支

店されたことが示すように、 「文部省→教育~日
会」のウイングはかなり広がってきた。だがそれ

ゆえに新たな淑！泊も生じてきている。

たとえば、 生誕学l~の柱にリカレント教育があ

る。その担い手候補の策頭が私のl級協、すなわち

大学である。だが、国 ・公 ・私立を問わず、現時

点では大学行政は県教委の守備範囲を舷える課題

だ。県民全体の教育 ・学習を枝野においた相互の

辿鋭が、 生涯学~ltfLiffiのカギとなろう。

さらに、大学のみで県内各地の地駿社会に般ぎ

した生涯学習の多織かっ高度な推進は不可能であ

る。そのため、地域に級ぎした教育尖践を;f}'・1みm
ねている高~；学校にその他い乎と してJtlH寺が寄せ

られる。今後ll(11＇.）：に進行する少子化に伴う急激な

生徒数減をも視野におきつつ、地繊の多段な年代

の人々が生活するr!1で、気軽に学ぶことが可能な

高等教育機関として、高校を再構築することが今

後の重要課題であろう。 そのためには、私学行政

や地峡産業振興｜刈係機関との.i!l!悦が不可欠になる。

もちろん、これら全てが新計画の対象という意

味ではない。多織な機関相互のill!拠は、明確なプ

ランに基づき都極的に舵iffiする主体があって始め

て可能になる。その役割lを担うことへの期待と決

訟を込めて設定したのがい）の原則なのである。

さて、これまで教育：十回を策定するにあたって

1iii仰と したいくつかの視点について鎚示してきた。

ここから新｜世紀教育”｜回のrl1身の紹介に入りたい。

そのため、お手元に新世紀教育計i函の本m1子ある

いはパンフレッ トがあればその日次を見ていただ

きたい。もしなければ、新世紀教育Hilliiの円次を

まとめた区！！ ならびにその梢迭を示す~2 と阪1 3

を見ていただきたい。

翻翻臨覇覇臨
生涯学習社会に向けた

「サンドイツチ構造」． 理念と施策

新i世紀教育計画は、その目次が示すように、

「必本欄処！」と「必本計画」の二つのl'lll分で椛成

される。本~l·illiiの rJJ・本コンセプト」を示したの

が「ぷ本欄:t!!J、その現実化のための「胞策コン

セプト」を示したのが 「基本計画」である。

すなわち、 「u本f11'l:ffiJではずr世紀教1’rn・iilliの
越本コンセプ卜に相当する理念が、次のこつの方

向から論じられる。まず、 「1. これからの社会

と教育の課題」では、本教育計画の社会的背f;（と

それに法づく教育課題が明記される。そしてそれ

を受けて、 「2.~かでゆとりに満ちたとlミ怒っさ習

社会の形成Jと「3.新たな時代が姿mする課題

への教育面の取み」というこつの方lnJによって、

本教rmjilijの基本コンセプトが提起される。 （以

後、 「2Jを「生桜学刊社会形成J、 「3」を

「新時代~~1'1」と附す）次に、 「u：本~－I・ 11hiJ では

「必本初出！」で悦示した越本コンセプトの只体化

として、教育実践化と行政施策化のための｝jli1Jを

総合的に示す施策コンセプ トとその内容を十極の

なによって提起している。

図 2を見ていただきたい。 「越本，,tjilij」の第 l

r,1:～第77芦が「生復学習社会形成J、第 81完～第

10-1~cが「新時代嬰制」の実践化と胞策化に相当す

る部分であることが理解できょう。では、｜羽2に

ある、「生遊学習社会形成（第12～郊no.）」が

「新時代要約（第81主～穿HO'iわJによって.xえら

れているという図式は何を意味するのか。ヒント

は 「生仮学習社会形成」をf1l'l成する 7.liJlの｝j包策コ

ンセプトの並び方にある。図2に示すように、 1

市と 7r;；ーによって、 2i市：から 6y：ーまでがひとまと

まりのものとして決まれる儲むにな勺ていること。

その店lrl1は二つある。． サンドイツチ構造

その一つは、第 ！ ？戸と m-1 司市は、 ?.ii?.•';'i から第

6 ・.・;'.tとレベノレのii!ぅ胞策コンセプトであることを

示すためである。すなわち、 「加 Il~r ’，，＿ガl：にわ

たる学科環岐の戦術」と「第n;;: J仁川学科H会

に対応する指導者と施設の総合的所！日のHI・ill」は、
第2預から第六r,1:までの全てに関係する施策コン

セプトである。

言いかえれば、第！ ？戸の理念をw本化する他策

コンセプ 卜が第n-cから第6~主であり、それをM

い文える 「ヒト」や 「モノ」や「コ卜Jの施策司化

コンセプ トが第7i＇~i：というわけである。そのこつ

は、7極のコンセプ トの施策化に11任を持つ行政

主体を明確にすることを意図したことである。多

分、現在の俗間以教fEtHJ.会事務局各，ぷの梢成を

知る方は盟併できょう。

すなわち、 第 2 市が義務教育設！と高校教ff~ と

特殊教育課、気~31立がi’f少年諜、第 4 市かH会教

育課、第5'.i；！が文化浪、第6，，..立が体行｛泉i出..！＃であ

る。そ して、第’2l;L～1l16誌を総折する第 I~：.： と

第FS:の担当泌が生縦学留保である。

私は、この二つの｜刈係を 「サンドイ y チ ~l/1jfj·」

と呼んでいる。サンドイツチのパンが第 l.·；~·と第

71-;t、中身がm2;-;o.～第 61芦というわけである。

すなわち、生滋学刊社会形成というサンドイ y

チをつくるために、パンづく りをIf！吋するのが保

証E学習謀。学習れのHみに応じてrl1身の材料を調

迷して料理するのが生涯学習課以外の仇ぷである。

なぜこのような惚維な椛造にしたのか。さらに

は、教育百十回i認定の，・，：1挺となる三つの1J;(ll1Jの っ

として、「教tr蚕.Q会行政の範聞を越える；l・ii!ii」
と述べたはずなのに、 なぜ現状の事務局l~i成を 1ii1

挺にした fM本JI・商Jを立てたのか。

その理由は、今阿の!Off-H画の実践L休とその

実践の島J.f'il範凶に関係する。． 現実化させるのは誰？

これまで幾度か指摘したように、新l'l紀教育”｜局

面は211立紀の的間以教育の創造をO・l位において”，.

薗である。そのな味で、身、j程範囲Ii、少はくとも

占Hi--Ui附化が予測される30年後にまでIムげなければ

ならない。ただし、いかに思想的な”｜前lであって



図 1.「新世紀教育計画」目次
第 1部基本構想

1 これからの社会と教宵の眠屈
2 盛かでゆとりに満ちた生題学習社会の形成
3 新たな時代が要翻する腺周への取組み

第2部基本計画
施鏑体系

傭 1車生温巳わたる学習環境の聾儲
1 生きがいに満ちた生産学習の振興
m推進体制の盤備
(2津田機能の活性化と学習活助の活亮化
(3准題学習の情報提供の充実

2 学校週5日制の推進
(1戸学校、家庭及び地域社会の連携協力の推進
(2）開かれた学校づくりの推進
(3）子供たちの自主的・自括的な活助の支援

舘 2$ 自立と共生を目指す学校敏宵の克寓
温か志のある幼稚回
1 幼児が伸び伸びと活励できる敏宵環境の創造
(1ト人一人が遊びをつくり、広げていく指導の充実
(2）.幼児の意欲を宵てる教師の援助

2 地域とともに歩む幼稚園づくりの推進
(1).幼児教宵のセンター的自畑Jを担う幼稚園

明る〈癖しい小学校
1 児童の多彩な資質や飽力を引き出す教育の推進
(1)自ら対象にはたらきかけ、学』読ま欲を高める姐童の宵腐
(2）豊かな倖験活動を通し、生き方を広げることカtできる児童の宵戚

2 盛かな心身をはぐくむ教育の充実
(1)入植を尊置する教育の推進
(2)f也を思いやる，らを培う教宵の推進
(3）いのちの大切さに気付く心を培う敏宵の推進

3 地域社会に根ざした学校づくりの推進
(1時枝の生涯学習センターとしての盤側

学ぴの曹ぴ巳満ちた中学校
1 生徒の主体性・創造住を伸ばす故宵の推進
(1)進んで課題を見つ防、自ら考え、選択・続合し、表現する生徒の宵成
(2)1国位カ往きる体験的な活動をとおし、生き方を高めるζとカtできる生徒の宵成

2 豊かな人間性と生きる力の宵属
(1)人相を尊重する教育の推進
(2）人・自然・社会・文化とのかかわりを通した、ともに生きる力をはぐくむ教宵の推進
(3）自己の生活を見つめ、判断し行脚できる生徒の宵廓

3 地域とともに歩む学校づくりの推進
(1)地域住民に支援された敢宵活励の推進

個性が開花し夢広がる高等学校
1 個性を生かレ、生徒の自主性・創造住を伸ばす教育の推進
(1)広い視野に立ち、未来を拓く眼題解決飽力と表現力の宵廊
(2）生徒の多様な個性に簡じた歓宵の推進

2 自らの価値観や生き方を創造する主体の育成
(1)人掘を尊置する教育の推進
(2）社会の中で生きてはたらく力を宵てる故宵の推進
(3准命を尊置し、健康で安全な生活を築く実践1"Jの宵成

3 文化を亮信ずる高校づくりの推進
(1)提臓や社会に対する学習機会の提供

可飽位を広げ希望巳満ちた盲学校・聾学棋・聾霞学校
1 自立をめざし、自己実現を図る故宵の推進
(1トー人一人の特性に応じ、昂進を促す教育の充実
(2）様々な経験を通し、意欲を高める政宵の推進
(3）社会自立を促す高等部教宵の克典

2 豊かな心身をはぐくむ故宵の推進
(1)人栂を尊置する教宵の推進
(2泊、れあいを広げ、社会怯を宵てる故宵の充実
(3胆命を大切にし、生きることの宮ぴを感じる教育の充興

3 地域社会に根ざした教育の推進
(1)地域の理解を広げ、地域に聞かれた学校づくりの推進

舗 3~ 次代を姐う心血かなた〈ましい青少年の育成
1 豊かな脇佳と市民越をはぐくむ参加体験活動の推進
(1)目立への基盤を築く社会書加活闘の推進
(2）共生の心をはぐくむボランティア学習の推進
(3）盛かな脇佳とたくましさを培う自然体験活助の推進
(4）地球市民としての自覚を促す国際交流活闘の推進

2 背少年の参加体験活動を支援する社会基盤の充実
(1)地域で，u、豊かなたくましい宵少年をはぐくむ基盤の盤僻
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図2 教育計画のし〈み

未来を切 9拓〈感性と創造性を 求めて

一豊かでゆとりに満ちた生涯学習社会の形戚ー

本構想

しこれからの社会と教育の課題

2.豊かでゆとりに満ちた生涯学習社会の形成

3.新たな時代が要請する課題への取組み

第
1
章

第2章

生
涯
に
わ
た
る
学
習
環
境
の

盤
側

第3章
第4章
第5章
第6章

第8章明るく豊かな共生社会の形成を目指す数育の推進

第9章活発な交流と連携を促進する高度情報化の推進

i第10草地球時代に伴う自然や異文化との交流．・共生

…・・基本計画一一一……－

も、それを具体化する実践主体とセットで提示さ

れなければ、文字通り「絵に書いた餅Jに終わら

ざるをえない。そして、当面の本教育計闘の実践

主体が、現在の教育委員会各課であること自体に

変化はない。

そのため、 「基本構想Jではあくまで中・長期

展望にたった教育の理想と課題を提起する。それ

を受けて、現状の教育システムを前提としつつも、

可能な限り現実化させるために必要な施策を改め

て考察し、それをコンセプト化して提起したのが、

「基本計画」の7本の柱なのである。加えて、そ

の7本の柱を並列するのではなく、学習者主体の

教育システムに向けての再構成への第一歩として、

サンドイツチ構造をとったわけである。

その意味で、新世紀教育計画の役割は、 20世紀

型教育システムと21世紀型教育システムの橋渡し

にあると考える。

圃問題解決学習も必要

しかし、それにしても現行の教育委貝会行政で

は対応できない課題が多々あることも否定できな

い。そのため、現状のシステムでは対応できなく

とも、必要な課題は提起しておかなければならな

い。

さらに、教育委員会以外の行政主体、あるいは

民間事業所や各種ボランティア活動ともネットワー

クをはりつつ実践化するための道筋だけは用意し

ておかなければならない。

それが、 「新たな時代が要請する課題への教育

面の取組み（第8章～第10章）」として提起した

3つの課題である。

この3つは、いわば、行政システムを前提にす

るのではなく、問題中心に組み立てた内容である。

l章から 7章までのサンドイツチ作りが系統学習

であるのに対して、問題解決学習に相当する計画

づくりといえよう。

したがって、この中に盛られる内容は、教育委

員会各課が担う場合もあれば、他の部局に任せる

ものもある。相互に連携をとりつつ進めるものも

あれば、民間やボランティア団体に委ねる課題も

-Aー

ありうる。

ただし、その「課題の提起」と「解決の方向」

の提示は、静岡県の教育のあり方に責任を持つ主

体として、当然、．教育委員会が担うべきである、

という立場から設けた部分である。

「問題解決学習を進めるためのネットワークづ

くりの中核を教育委員会が担う」、というわけで

ある。

一方で、確実に各課の課題を系統的に実践し、

他方で新たな時代が要摘する課題に向けて、射程

を広げながら、教育計画を現実化させる。このよ

うな実践化の方向を示すのが上向きの矢印であり、

第8、9、10章によって、第1、2、3、4、5、
6、7章を支える構造である。

では、この10種の施策コンセプトは、それぞれ

どのような系統学習と問題解決学習を志向す予の

か。

学習環境整備への2つのカギ

園大・中・小の項目

ところで、 「基本計画Jを構成する10種の施策

（第l章～第10章、以下大項目と称す）はそれぞ

れ数種の中項目により、その中項目もまた数種の

小項目によって構成されている。その結果、基本

計画の内容は120種近い項目によって構成されて

いるため、その一つひとつの内容をここで解説す

ることは不可能である。そのため、大・中・小の

項目をひとまとまりのものとしてとらえ、そのま

とまり方の特性に注目していきたい。

そこでまず最初に「第1章生涯にわたる学習

環境の整備」だが、あえていうまでもなく、 「第

7章生涯学習社会に対応する指導者と施設の総

合的活用の推進」とともに、生涯学習社会形成と

いうサンドイツチのパンをつくる大項目＝施策コ

ンセプトであるo． 全ての人に生涯学習を

再び図1の目次をみていただきたい。「第1章J
では、生涯学習社会を形成するために教育行政が

担うべき役割とその実段化の方向が、二つの中項

目と六つの小項目により提示されている。

すなわち、中項目の「l 生きがいに満ちた生

涯学習の振興」により、あらゆる年代の人たちが

自分の学習ニーズに応じて、いつでも、どこでも、

自由に学ぶことができるようにするための学習環

境の整備が、行政の第ーの役割であることを明ら

かにしている。

その実践化推進の基盤となるのが、公的機関の

みでなく、民間や県内の高等教育機関とのネット

ワーク化をも含めた総合的な推進体制の整備であ

るあることを、小項目で示す（ 1 -(1））。さらに、

単に学習欲求の高まりを待つのではなく、積極的

に学習ニーズの開発に取り組む一方で、そのニー

ズに応えて家庭や学校や社会の学習機能をより一

層高める施策の必要性 (1ー（2））を提示するとと

もに、それらの学習情報を一人ひとりに伝えるシ

ステムの整備・充実が行政の最も重要な役割であ

ることも小項目に明記する（ 1 -(3））。

圏未来からの人たちに

他方、中項目「lJが全ての年代の人たちを対

象とする計画であるのに対して、 21世紀の未来

を担う子どもたちの教育のあり方に焦点を絞って、

役割を明記したのが中項目の「2 学校週五日制

の推進」である。

ただし、その実践化の目的は、学校の教育を 5

日間に誠らすことではなく、地域社会や家庭を含

めた子どもの生きる場全体における教育力の再創

造にある（2ー(1)）。そのためには、まず、学校

が地域や家庭に聞かれた場に積極的に変わること

が不可欠である（2ー（2））。さらに、学校の外に、

子どもたちが“共に遊び、学び、教えあえる”た

めの多様な場と機会を創造することが課題になる

(2ー（3））。そして、このような生涯学習社会形成

に向けての役割と実践化の方向を、多様な教育・

学習のステージに応じて、現実化させるための基

本計画が、何度も繰り返すように第2章から第6
章を構成する大・中・小の各項目なのである。

また、その実践を担う“ヒト、モノ、コト・・を

総合的に育成・充実・活用するための計画が第7
章である。

とりわけ、第 1章の「2 学校週五日制の推進J
と密接に関係するのが、いうまでもなく「第2章

自立と共生を目指す学校教育の充実」である。

そこで次にこの大項目の特性に目を向けたいが、

基本計画全体の中で最も多くの中・小項目によっ

て構成される大項目でもあるo そのため、ここで

は第2章すなわち大項目「2」の基本計画全体の

構成上の位置づけと個別大項目としての内容構成

上の特性という二つの観点から紹介していきたい。

ー－0-



． 学校教育として統一

まず全体制成上での特性は、幼稚問、小学校、

巾学校、 jf;jてt
j苛を、ひとまとまりのものとして位世づけたこ と

である。これがrl1・小項目が膨大になった.Pl!r!Jで

もある。加えて、 111に項目が多いだけではない。

第 l'l;'i:と第3、4、5、6、7市は、サン ドイツ

チ綿造とともに説明したように、B極策｛本系との関

わりにより、それそ’れ紛岡県教育委貝会を構成す

る各課lこ.11¥J!llで対応した内容になっている。だが、

第 2t;i:I主義務教行、高校教育、特殊教打というこ

つの認！にかかわる胞策で構成されている。その:n
味で、他との終合宇l：を巧ーえるなら、校五Eごとに大

項目を起こすべきであろう。それをなぜ、学校教

行で統一する必2l'.-があったのか。思！由l立、lJ.本JI
回全体をfj＜テーマである r~かでゆとり泌ちた

生涯学科社会の形成』にある。． 学校教育の方向性

新fil*c数行~i"[iliiの課題は、学校教育の生涯学fl

化であるということは1liiに述べた。生涯学将社会

における学校教ffのあるべき方向を払！起し、それ

に向かつてSUEの学校をどのように改制するかが、

本教育汁画の絞m~課題といっても逃？？ではない。
その只体化のひとつがサン ドイ γチ櫛.iiiであるこ

とはすでに指摘した。次の問題は学校教i'f(J休の

方向性である。

だが他方で、改編といっても、現在の学校教fl
が果た している役：1;1］を無視することはできなL、。

さまざまな悶難な課題を抱えつつも、現代の1:1：本
社会において、学校教育が果たしている役＼1fllは極

めて大きい。さ らに、生涯学習社会を形成する過

程においても、現:(Eの学校教育がmたすべき役WJ

は非常に大きい。生涯学習社会が要請する~r:校教

育の改編とは、学校の役割lの変化であっても、機

能の縮小ではない。むしろ、教育システム全体に

おけるill~I瓜はより市まる。 とりわけn本の峨合、

学佼は、これまでの歴史をふまえるなら、生析に

街おした池波社会を錦台とする生鋭学刊行｛：進シス

テムを形成する上で、極めて霊裂な教l'H?ilf.tであ

る。

ただし、現状のままでは、幼・小 ・ rj1 ・ ~：， ・餐

それぞれの校額ごとに完結した教育がなされる傾

向が強い。未米を生きる子どもたちの生涯にわた

る学符の必微を教え行てる機関になるためには、

改編すべき面が多々あることも否定できない。． 三つの要請

すなわち、①学校教育rH本の生涯学習化へのβ

向づけを悦示しながら、 ②現状の機能を維持しつ

つ、 ③地域社会を必骨a:とする生涯学習のfW.ifljを姐

う、という三つの2:5~111を同時に満たす答えを川~

すること。これが学校教ffについての新教子1:11・画
の課題であった。そのために、まず①の袈おに答

えるために、幼 ・小 ・rl1・高 ・餐を「自立とjνI::.
を目指すJというコンセプト により、一つの大項

目にまとめ、各校lllJll11.立の内容をーランク下の111

項目に位世づけた。他方、②の要請である校五n111
位の現在の役将ljを維持するため、校種ごとに立て

られたrj1JJj自に他の大項目と同じ重みをもたせた。

その結果が、10聞の六項目のなかで最も多くの『11・

小項目を包含する大項目の誕生というわけである。． 内容構成の枠組み

この三つの:11!請は、次の二つの方法により、内

容構成の枠組みとしても殴聞 した。その一つは、

中項目のコンセプトの表現の仕方。

すなわち、 ①と②の~：mを同時に満たすために、

学習者の特性に応じて校駈単位に、生涯学習の｛，！；

盤を育むための深泌を設定し、象徴的な古業で教

育目標を拠示。それを中項目のコンセプトとして

表現したことである（図 lと図2を多照）。終校

極独自の教育白僚という点では②の要請、生涯学

習の2基盤づくりという商で相互に閲辿している点

では①の要部に応える織成である。さらに、 ③の

要請への答えとしては、 111項目のコ ンセプトを；rn
もが理解できるよう、親しみやすいキャッチフレー

ズとして表現した（「温かさのある幼椛隠Uなど）。

二つ自は、小項目の枠組みを統ーしたことであ

る。すなわち、校廠111位に立てられた小項目の教

育内容を儲成する小項目の枠組み（共通フレイム）

として、 「自立」 「j長生」 「聞かれた学校Jとい

う三つの教育内容に閲するコンセプトを鎚示した

わけである。そこで次にこの三つのキーコンセプ

トと各校廊単位のキャッチフレーズについてもう

少し紹介したい。

・学校教育のキーコンセプト

まず、キーコンセプト について。顔と名前が異

なるように、個性や能力も子ども一人ひとりnーな
ること。何よりも一人ひとりの人生が異なる£l上、

“自ら立つ”ための諜題もまた一人ひとり災な

るはず。ただし、 1占礎 · ~本の否定ではなL 、。 個
性と能力が異なれば、その学界過程もまた異なり、

臼立への課題が~なれば、 越国古 ・ uノドの内符 III本
が個性的である必~があるということである。

さらに、自立は硯立ではない。多似 .J~'.l'fな人・
社会 ・文化 ・l江然とったに生きる”ことこそ、ヒ

ト が人l:rJと して~かな生を活きるための必須条件。
加えて、子どもが臼立・共生する世界は’下校の中

ではなく外のはず。 一人の人！日lとして外で生きる

ための1占総 ・必本の学習は、学校のrj1の教師のみ

では姐えない。外で生きる人たちのl幼けが必要で

ある。 mi幼を願う以上、外の位界lこ立献するのは

当然であろう。地峡社会に“学校ーをllfJ＜”ことが、

教育内容の共通フレイムのキーコンセプトになる

理由である。

• 21世紀への正夢

次にキ十ツチフレーズについて。

生iffi学Wが前提なら、幼児期］から思称JUJをへて

若者に成長する過程で学習課題がー災なるのが当然

であろう。それも一人ひとりの臼立 ・共生が課題

である以上、教科料的知識の難易度ではなく 、学

びとi'1ちのあり方としてである。これが、子ども

の成長と発述にJllJした課題を、だれにも担！解でき

るキャッチフレーズと して校研.tl1似に提示したml
由である。

まず、下どもが始めて家庭を出て、公的な教子r
機関において他者とともに育つ幼児l切においては、

何よりも愛悩泣かな“温かさ”が必2{'である。

次いで、生涯学習の基礎を培う児iifJUJの小学校

時代は、子ども一人ひとりが“学ひM の “l!ffるさ”

と“楽しさ”を五感で体得することが諜姐である。

また、思谷川に入り大人として自立するための

越鍛を築〈中学時代の課題は、臼らの判断で“学

び”の “トZび”を ”見いだす”ことにある。

そして、思森j”を越えて一人の人miとて人生の

方向を考え選択しなけばならない高校時代の課題

を、 ”個性が開花しw広がる”と表現したわけで

ある。

さらにより注意すべきことは、lヨrt.とJ色生i立｛起
？； 
を持つてt主まれた人述均f、 “可1彪聖l：を広If符E辺に

泌’ちた”人としての生を開くことができるかどう

かが、今後の教育の最重姿；！＋！題であることを忘れ

ではならない。理由は超高齢社会とは；佐もが陣＇；！；

ー－11-

;Jtとなる社会であること。ハンディを1ii1th'.とする「

自立と共生は、これからのII本社会で引きるや：て

の人が必2:!な発i主課題である。

このようなきめ細やかで~織な教frは、牧師で

あれば；rnもが－m:は抱いた少ではなかったか。た

が、それだけに、このキ十ツチフレーズあるいは

先のJt.ii!iフレイムとなる三fillのキーコ ンセプ トに

必づく教行実践についても、それを.l.Jlχ化寸るう

えでの凶鋭さにあIするノド~やとまどいもまた人き
いのではないか。とりわけ、 ~－はあくまで・2・であ勺

て現実ではない、と考える先生方が多いのではな

いか。しかし、その夢を“.i.E~：”にするもうーつ

の現実が、この教育；；1・両策定過nにおいてlリ！らか

になってきた。それは少子化現象のさらなる.iffif J 

である。

少子化がかなえる教育の夢

• 1996年元旦

新llt*t.!教育J十同策定がスタートしたのは199・1'1て
3 JJ、それから二度目の正刀であり、21ll ！ ~t.! まで
あと 5，，，ミとなった1996'rJOI)] l nの新IHIをみて結

いた。昨年のIll生散が再び減少したとの，iCTJ ~かあっ
たからである。

私は主要新聞の元旦紙商を見ることをfl:'Ji始め

にしている。特に、ここ数年、 IQ'1 1~行による 1iii'rl :
の人口JWHに注目してきた。

平成7年の元旦l立、119万（199311'）から12・l)j 
(1994~~~）へと山生数附が大きく fliili さ れた。こ
れでようやく少子化に尚止めがかかるとのJUl1与を
もった々も多いのではないか。ところが、今年の

各紙共通のf.!.111しは「出生再び減少J。1995年は

119万代に逆戻りした純子である。

これまで何度か、新世紀教育~ 1"11llj策定の1rnに、
少子化による教育システム転換への庄)Jがあるこ

とを指摘した。その意味で、 1994"1＇の11111＝.数i併の

傾向が19951,'J!も絞l;tぱ、システム転後への余怖が

できると々えていた。しかし、改；＇（；へのH年｜！｛｜はま

すます｜侭られてきたようである。

・夢を求めて

堺屋太一氏による『大変な11.rn』というど必が



今年を象徴するようだが、教育界も例外ではなt、。

だが、堺屋氏も指摘しているが、こういう時代だ

からこそwあるプラス思考が必要である。

1995年 （平成7）末に発表されたリクルートの

進路動1aJ予mrJでは、現在の大学の定日が維持され

れば、 2009年に口本は大学金入H寺代になるとのこ

と。 2009年に現役生として大学を受験する人述は、

1996年4月時点で5歳の男女。これから小学校に

入る子どもたちである。

加えて、当然のことながら、20091下に突然全入

時代になるわけではない。それまでの十数年の！日！、

子どもの減少に伴って入学率は毎年目！ti~にアップ

する。さらに、私のI般J;!;lも含め、生き残りをかけ

た大学改革により、大学の定員は現在地加rj・1であ

る。その結果、大学金入時代はより早まる可能性

もある。そして、昨年生じた再度の山住数減少は、

この方向をより確尖なものにする。

少なくとも、現在の小学生が大学を受験する時

には、 全く虫！なる状況になっていることを指摘し

ておきたL、。 ill!rl1は、現在の受験システムは、

1973年の209万人をピーク とする第2次ベビーブー

ム位代 （回出ジュニア）の成長とと もに梢築され

てきた仕組みだからである。その 6＇，~IJ にも満たな

~ 、119万人が昨年のIll生数である。そして現在の

大学進学率は四割以上、専修 ・専門学校を含めれ

ば同年代の7訓が尚．校卒業後進学している。ちな

みに、 73年生まれの男女とは、現役生なら現在大

学4年、超氷河J!JJといわれた就職戦線で苦闘して

いる若者である。

すなわち、学校教育を入試のための序列づけか

ら解放し、子ども一人一人の個性に応じた学びの

世界に転換させること。これが少子化の教育シス

テムへの圧力の小身と考える。その1!,1味で、少子

化こそ新l!t*c教育計画が目指す学校の生涯学習化

の滋叙である。そしてこれが、先にキャッチフレー

ズやキーコンセプトに込めた新世紀教育計画の

“夢”を“正W＂するもう一つの現実として、少

子化現象のi並行を提示した理由である。

学校をとりまく生涯学習の愉． 改めて全体構造

少し舗道にそれたが、再び新l!t紀教育計画の項

目の紹介に戻りたい。

図3を見ていただきたい。 これは平成8if l月

18日の県教育~民会定例会において新世紀教育計

画が決定されたときに、その内容を県教~から記

者発表する際に配布された資料の一つである。

（同級の図はがrl!t紀教育計画の本1111子にも掲載さ

れている。参！！~いただきたい。）これが「基本計

画Jの全体構造。既に紹介したサンドイ ツチ構造

をふまえつつ、 事rrt.こに2基本計画をm成する十極の

章全体の相互関係をより明確に示した図である。

図3 教育計画の全体構造
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すfJ.わち、 「米米を切り妬く感性とfil]i出品を求

めて」が新世紀教育計画の臼指す方向。そのため

に必要な「笠かでゆとりに満ちた生涯学習社会の

形成」の具体化に向けて、理念とそれを担い現実

化する ヒト、モノ、コトのあり方を示す第！）＇；！： と

第七章。その二つのなに侠まれた空間 （第2～6
lit）が生涯にわたる人の学びの過程である。

家庭教育に始まり、学校教育ーと青少年教育．が平

行して.ijg行し、その後に社会教育が生涯学習を支

媛する。その回りに体育と文化が二重に取り四む。

その外側を少子 ・商船化 （第SI,"i:）、高度情報化

（第9帝） 、地球時代とm続問題 （第lOi';t)とい

う21世紀にむけて口本社会が解決すべき問題併

が妥結する新たな教育~.!1!1111が、 三方から射し込む。

これが全体構造である。

その巾で学校教育については既に紹介した。

次の課題は学校を取り問む四つのf,'i:である。

圏 中核は学校教育だが

学校教育が図の『！J心ということは、生涯学習社

会といえども、やはりそのrj・1絞に学校教宵がある

ことを示している。ただし、それは人生の以微を

形成する児童WJ、思J制VJ、青年j切における意図的・

r.t匝i的な教育の必!ll!性と軍要性を示したものであっ

て、｛也の学習織会の価値を下位に位置づけること

を意味するのではない。

すなわち、家庭教育に始まる｛也の教育を、学校

教育の下位に也くことを意味するのではない。人

聞は生涯にわたり成長 ・発達する存在、という学

習観が前提である。家庭や地j或での教えと学びに

支えられてこそ、学校は21llt＊己の日本社会を問う

子どもの育成機関になりうることを示す悶である。

では、学校教育とは11¥なる家庭教育や地域社会

閤有の教育課題とは向か。． 市民として

ヒトが人間となるための歩みを始める喝が家庭。

そこでの学びのlliW!i1：はH寺代と社会がいかに変わ

ろう と不変である。ただし、本教育計闘はあくま

で公的な行政が担う教育の計画。私的江家庭の限

界に直接介入することはwまなければならない。

この傾向は、社会の成熟度がt告すほどに強まるは

ずである。家族の多械化の.iffi行もまた止めえない

であろう。

その意味で、家庭教育の課題は子どもをiillみ育

てる両親の教育である。 1~1 3 において家l庭教育を

活弧で包み、図 lの日次が示すように、 「~~~かな

人絡の基鍍をはぐくむ家庭教育への支J2Uを、社

会教育の課題である f!l14r;;;」の「2Jに！なi泣つ

けた理由である。では、家庭を巣立とうとする 子

どもへの教育訓lliiは何か。 「次代を担う心：：：tかな

たくましい·，~f少作育成」（第 3 t,'i:）は、ぷ同(t'.J• 

計画的な学校のみでは紅lえない。

一人の市民として、門ら社会を机成する l：体者

となるための臼立と能力（市民性）をいかに！，··~う

か。それは、災際の社会生活を営む現場にl~ll~参
加することでしか身につけられない。この村会の

現協の教育力を高める新たな活動のllbffi、それを

支度する社会以鍛.IJ;'lr.iJの充実技術が、山少年教

育の課題である。さらに、学校教行を終えた一人

の成人として、 「！！日かな人生のf;l]/11」をキーコン

セ プ卜 とする学習l活動のtm進が、 ao；江学~vrn＿会に

おける社会教育の役；~II。只体的には、.；fl：もが、い

つでも、どこでも自己を高めることに挑戦できる

学習機会を準備する一方で、 Im不尽なた別を排除

する確かな人－tm必党を憎う教育をjft逃することが、

社会教育の7.!I!凶になる。

園 生涯学習の源泉

生涯にわたる学：ぴは、仰やかな身体の1守成によっ

て支えられる。体育が、学校教育 ・i'J少年数ff・

社会教育という生鋭学習の場をJT!Zり凹むJIJliltであ

る。そのために必要なのが、一方で識もが~＼終に

取り組める生彼スポーツであるとともに、他}jで

自分の可能性に挑む競技スポーツの仮興である。

加えて 「みるスポーッ」と いう新観点から、 1(1.J! 

践で明るい生活を支えるスポ－・；；の仮!H!」 （白i'i6 

＇￥）がキ ーコンセプトになる。

さらに、教育と学習の蕊織は文化の位かさにあ

る。長い歴史に脊まれた文化を継承するとと もに、

強かな文化活動を創造すること。そして、的問の

地から世界に文化を発信する社会を椛築すること。

この二つを課題に、 「未来を桁き、世界に広がる

しずおか文化の川浩」とい うキーコ ンセプトが、

生涯学習全体を大きく包み込む酒！1trである。

改編のカギをにぎる教職員

・教科の改編

『小・ rj・1・日に「総合ドU rrr教科技i•"1'.IJ~~

方針 環境・ tM~など主眼J
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平成8年3月4日の読売新聞の見出しである。

その内容に、第15J田中央教育審議会が21世紀の学

校週五日制下の小・中・高校教育に、新教科とし

て「総合科」 （仮称）の設置を提言することを固

めた、とあった。環境教育や情報教育、国際理解

教育など社会的な要請が高まっている教育課程を、

学校教育に組み込むための時間枠。夏前にもまと

める予定の答申に、学校週五日制の完全実施とと

もに盛り込まれる見通し、とも記されていた。

文部省による正式発表ではないため、実際にこ

のような答申になるかどうかは今後の問題。たと

え答申に盛り込まれでも、その後の教育課程審議

会を経ての新たな学習指導要領において実現する

ためには、解決すべき問題が多々ある。だが、学

校週五日制の完全実施が前提になれば、教科の再

編・統合もまた論議の対象にならざるをえないは

ず。少子・高齢化、国際化、情報化などの急蹴な

進行に伴い、旧来の教育課程では扱いきれない教

育課題が存在することも事実。その意味で、 21世

紀の日本の学校教育において、 「総合科Jに類す

る新教科が求められていることもまた否定できな

い事実である。

もう一つ21世紀の学校の課題を考える上で気に

なる記事を紹介したい。

園学歴主義の改編

『さくら銀、年齢給を廃止 総合職勤務地

限定制も導入』

平成8年2月9日の日本経済新聞の一面トップ

の見出しである。さくら銀行が人件費削減を目的

に年功賃金制を廃止。能力主義による人事・給与

体系に転換するとともに、勤務地や職務を限定し

た新職制の導入による従業員の処遇の多様化を検

討中との内容である。

年功賃金は終身雇用とセット。終身雇用だから

こそ卒業後に入る企業のランクと結びついた大学

の銘柄が問題になる。少々犠牲を払っても、銘柄

大学に入学できれば人生は保障されるからである。

これが日本型学歴主義の社会的基盤。その年功賃

金の廃止は当然、終身雇用と結びついた銘柄大学

入学の価値に影響する。能力給になれば、次々と

新たな課題に挑戦し、その解決能力（個性）を積

極的にアピールすることが必要。 「総合科J新設

の社会的背景と言えまいか。

加えて、既に紹介したが、少子化の進行で21世

紀初頭の日本は大学全入時代になる。旧来の教科

構造を前提に、知識の記憶畳と処理の速さで銘柄

大学入学を競う学校教育の再編成が、 21世紀型教

育システム創造の中心課題になることは明らかで

あろう。

圏 システム改編の道筋

これまで紹介してきたように、新世紀教育計画

の課題は、 20世紀型から21世紀型への教育システ

ム改編を、現行のシステムの機能を維持しつつ推

進すること。そのためのフレイムが二重のサンド

イツチ構造。盟念（第1章〉とそれを具体化する

ヒト、モノ、コトのあり方（第7章）で、現行シ

ステム（第2章～第6章）をはさみ、それらを基

本構想と21世紀が要請する新たな教育課題（第8

章、第9章、第10章）ではさむ構造である。いず

れも、今後生じる時代と社会の変化に、現行の教

育システムが的確に対応できるための道筋をつけ

ることが目的である。

て、これまでサンドイツチのパンの片方と中身

である「基本計画Jの第1章から第6章まで紹介

してきた。残るは第7章から第10章の内容である。

ただし、第7章の概要はすでにサンドイツチ構

造の説明過程で幾度か紹介してきた。そこでここ

では、本計画の策定開始後一年目の時点で発表し

た中間素案にはなかったが、二年目の検討過程に

おいて新たに付加した第7章の「3 時代の進展

に対応する教育経営の推進」の 1(3）学習活動の多

面的な評価と入学者選抜制度の在り方の検討Jと

「（4）地域の防災拠点としての学校・施設経営の推

進Jを特に取り上げて紹介したい。

圃まず学校から

「3ー（3）」は、入試制度にかかわる課題である

以上、従来なら高校教育の欄に入るべき項目であ

る。だが、先に紹介したさくら銀行の記事が示唆

するように、現行選抜システムの前提にある日本

型学歴主義の改編を視野におけば、問題は高校入

試や大学入試のあり方に止まらない。学校教育シ

ステム全体の課題として、とりわけ出口ではなく

学習過程全体における評価のあり方とセットで検

討する必要がある。これが現行の教育システム全

体を統括する位置（第7章 3）においた理由で

ある。

「3ー（4)Jはいうまでもなく阪神淡路大震災の

教訓をふまえての項目である。ただし、より積極

的に、震災のみでなく、未来に生じる予期せぬ災
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害のために、学校・施設経営をどこまで準備でき

るかを課題に提起した。さらに、この問題解決へ

の道筋は、より普遍的に、学校週五日制下の21世

紀の学校が、地域住民の生活を支える基盤として

新たな価値を磁得できるかどうかについて、真つ

正面から問うことによってのみ見いだすことが可

能になると考える。これが「3ー（3）」と同様に、

「3ー（4）」を現行の教育システム全体を統括する

末尾に置いた理由である。

次に、新たな時代が要謝する課題を提起した第

8、9、10章についてだが、この位置づけの概要

についても本計画の構造とセットで紹介してきた。

また、内容についても、本計画の視点や原則を論

じる過程で実質的に紹介した。そのため、本稿の

末尾とするために、各章の個別的な解説ではなく、

三つの章に共通するた教育システム改編への必要

性、とりわけ今後予測される学校教育の変化とそ

の具体化の方向を提示することを考えた。ところ

が、中教審による「総合科」の構想やさくら銀行

の年功賃金廃止の新聞記事が示唆するように、現

実の変化は私の予想を越えて進行しているようで

ある。したがって、この点についても、二つの新

聞記事を紹介する過程で論じた、この事実の持つ

意味についての私見を提示することで代えたい。

ただし、この二つの記事が示唆する教育システ

ム改編の方向を含め、新世紀教育計画には、 21世

紀前半の日本に生じる教育課題について、現在考

えうる限りの変化を予測したフレイムが組み込ま

れていることを指摘しておきたい。したがって、

是非、計画全体の内容について吟味していただき

たい。さらに、この計画に基づく具体的な施策を

まとめた実施計画にも目を向けていただきたい。

しかし、あくまで計画である。実際に教育シス

テムを改編するのはこれからの課題である。加え

て、この新世紀教育計画は静岡県の現状と未来を

踏まえて策定されたものではあるが、これを実践

する一人一人の状況に応じて計画したものではな

い。しかし、 21世紀の日本社会が要求する生涯学

習社会とは、一人一人の自立に基づく多様な学習

機会の制造（多元化〉が基盤、それがいかに理想

的なものであっても一つの型（一元化）に統一す

るものであってはならない。

したがって、新世紀教育計画の実践化は、本計

画を読まれた一人一人が、そこに記された内容の

一言ー句にこだわることからではなく、自己の生

きる場における自分自身の新世紀教育計画の創造

に挑戦することから始まると考える。その芯；l味で、

この計画の成否のカギを探るのは、 2111！紀を生き

るために、今まさに学び育ちつつある子どもたち

に、教職員として、親として、地域の先輩として

かかわる、私たち一人一人の在り方であることを

強調したい。
。。

本計画の策定にあたり、文部省体育局体育課長

の銭谷良美氏、国立教育研究所の中野重人氏のお

二人から武重なご助言をいただいた。！享く官II礼を

申し上げる。

またー研究者に、県の教育計岡という大きな計

画の策定に参画する機会を与えてくださった静岡

県教育委員会の諸先生にも感謝の意を表し、末尾

の言葉としたい。
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